
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

14,269,640 14,269,640

10,000,000 10,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

令和６年９月～令和６年１１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業によって、給食担当の教諭に聞き取りをしたところ「食缶にあったささくれ
がなくなり児童が安全に給食を運ぶことができるようになった。」との意見があり、
調理事業者に聞き取りをしたところ「食缶に傷がなくなり、衛生上清潔を保てるよう
になった。」との意見があり、学校活動の向上に大きく寄与したものと評価できる。
　整備した保温食缶について、特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した旨、市教
委ホームページと令和７年１月の献立表により市民や保護者に周知を図った。

　この度整備した保温食缶の機能を充分に発揮し、安全で充実した学校給食を提供す
る。

事　業　評　価　書

保温食缶　７ℓ缶　３４３缶　　４ℓ缶　２２缶

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：学校給食用食缶）整備事業

苫小牧市長

第１学校給食共同調理場（苫小牧市柳町１丁目３番５号）

　現在使用する樹脂製の食缶は、経年劣化によるひび割れが発生し、児童・生徒がケ
ガをする恐れがあるほか、そのひび割れた部分で雑菌が繁殖し、食中毒発生の原因と
もなる。
　本事業によりステンレス製の主菜用食缶等を整備し、安全で安心な学校給食を提供
していく。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

3,938,000 4,000,000 4,000,000 7,820,200 19,758,200

3,500,000 3,500,000 3,500,000 7,238,000 17,738,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

全　体：令和６年度～令和１１年度
今年度：令和６年９月～令和７年１月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　普通教室のカーテンを更新し、対象校へ聞き取りを行ったところ、「クリーニング
でも落ちなかった汚れが目立っていたが、新品になったことで子ども達が喜んでい
た」などの評価を受けたことから、教育環境の向上が図られた。
　なお、当該事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によるものであることを、市
ホームページへの掲載、当該校掲示板等へポスター掲示することにより、保護者や市
民への周知を行った。

適切な維持管理を継続しながら、計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

普通教室用カーテン　一式

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小学校普通教室用カーテン更新）整備事
業

苫小牧市長

拓勇小学校（苫小牧市拓勇東町４丁目８番１号）
若草小学校（苫小牧市若草町１丁目４番５号）
糸井小学校（苫小牧市日吉町４丁目１２番６号）
豊川小学校（苫小牧市豊川町４丁目７番１４号）
日新小学校（苫小牧市日新町３丁目１番７）

小学校普通教室のカーテンを更新することにより、教育環境の向上を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

118,618,669 16,280,902 0 50,133,600 150,783,600 335,816,771

89,213,000 10,000,000 0 6,000,000 135,670,000 240,883,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

全　体：平成26年度～令和13年度
本年度：令和6年10月～令和7年1月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　児童生徒用の机・椅子を更新した対象校へ聞き取りを行ったところ、「前足が折れ
る事案が年間10件前後発生していたが、更新されたことで事故の不安も払拭された」
「更新したことで子どもたちも管理に気を遣うようになり、物の大切さを学べてい
る」などの評価を受けたことから、安全性の確保及び学習環境の向上、物の大切さを
学ぶきっかけにつながった。
　なお、当該事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金によるものであることを、市
ホームページへの掲載、学校掲示板へのポスター掲示や机・椅子それぞれに表示する
ことにより、保護者や市民への周知を図った。

今後も、適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

事　業　評　価　書

全　体：児童生徒用机 18,730台　児童生徒用椅子 18,980脚
本年度：児童生徒用机    523台　児童生徒用椅子    808脚

千歳飛行場関連公共用施設（教育文化施設：学校用机・椅子）整備事業

苫小牧市長

苫小牧市立ウトナイ小学校（苫小牧市ウトナイ北3丁目2番1号）外7校

　現在、苫小牧市内で使用されている机・椅子は老朽化が激しく、机天板や座板のさ
さくれやひび割れ等にによる怪我・衣服の破損等が報告されている。
　また、教科書の大判化により、児童・生徒の学習スペースが狭いことからも、本事
業を実施することで、児童・生徒の学習環境及び安全性の向上を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度
以降予定

計

円 円 円 円 円 円

77,891,000 63,283,000 70,000,000 70,000,000 109,210,000 390,384,000

39,400,000 36,907,000 63,000,000 63,000,000 149,093,000 351,400,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

無

全　　　　体：令和4年度～令和10年度
本　 年　 度：令和6年7月～令和6年12月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　本事業によって、安全かつ円滑な交通が確保され、生活環境が改善された。
　また、当該路線整備が調整交付金による事業である旨の地域住民への周知が、以下
の方法によって図られた。
①　市ホームページ（本工事の実施及び完了のお知らせ）
②　同地区の町内会へ配布する工事のお知らせチラシ
③　工事実施期間中の工事看板に事業名を表示

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

事　業　評　価　書

全　　　　体：実施設計　一式　路盤改良・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　L=659.9m　W=18.0m
本　 年 　度：路盤改良・ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装　L=121.46m　W=18.0m

千歳飛行場関連公共用施設（交通施設：勇払川西通改良舗装）整備事業

苫小牧市長

苫小牧市字沼ノ端2-77番地先

　当該路線は、苫小牧市沼ノ端地域の住民の生活道路として広く利用されているが、
大型車両の通行が増加したことにより、路面の亀裂及びわだち、水たまりが著しく、
市民の安全確保に支障をきたしている現状にある。
  このため、当該路線の改良を実施することで、安全かつ円滑な通行を確保して、近
隣住民の生活環境の改善を図る。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度
まで

令和６年度
令和７年度

予定
令和８年度

予定
令和９年度

予定
計

円 円 円 円 円 円

133,962,121 8,712,000 142,674,121

122,926,000 7,250,000 130,176,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

間仕切りセット　90張
リヤカー　18台
ブルーシート　22枚

千歳飛行場関連特定事業（防災に関する事業：災害用備蓄品購入）

苫小牧市長

樽前小学校(苫小牧市字樽前102番地) ほか2箇所

　苫小牧市では、「苫小牧市地域防災計画」に基づき、「苫小牧市災害時備蓄計画」
を策定し、被災時などにおける市民への物資供給のため、必要な災害用備蓄品を購入
し、災害時において市民が安心できるよう、円滑な避難所運営の確保を図る。

無

全　体　平成24年度～令和6年度
本年度　令和7年1月～令和7年3月

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事 業 費

交付金額

　災害時に避難所で必需品となる備蓄品(間仕切りセット、リヤカー、ブルーシート)
を購入し整備したことにより、市民の安全・安心を守る防災備品として貢献してい
る。
　また、購入品に、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を
表示するとともに、市HPに掲載した。

　今後も東日本大震災、北海道胆振東部地震及び能登半島地震を教訓とした検証を行
い、整備計画の見直しや計画的な備蓄配備に努めていく。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度
まで 予定 予定 以降予定

円 円 円 円 円 円
58,690,000 43,669,000 43,669,000 43,670,000 218,350,000 408,048,000

交付金 69,000,000 44,000,000 43,000,000 43,000,000 201,500,000 400,500,000

市町村費等 0

その他 0

運用益 1,588 12,410 430 430 2,020 16,878

計 69,001,588 44,012,410 43,000,430 43,000,430 201,502,020 400,516,878

51,176,800 43,669,000 43,669,000 43,670,000 218,332,078 400,516,878

17,824,788 18,168,198 17,499,628 16,830,058 0

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

今後も適切な管理を行いながら計画的に事業を実施する。

無

　指定管理者が利用者に対して実施したアンケート結果で、利便性や館内保全、ス
タッフ応対など多岐に亘り好評を頂いたことを確認することができた。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを、市のホーム
ページ・広報誌・ＳＮＳへの掲載により、地域住民への周知を図った。

千歳飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：東開文化交流サロ
ン運営事業）

苫小牧市長

苫小牧市東開文化交流サロン（苫小牧市東開町2丁目12番22号）

　本事業により、誰もが互いに支え合い、安心して生活できる地域づくりを推進する
ための「共生型地域福祉拠点」としての施設を運営することにより、高齢者、障がい
者、子ども及びその保護者等あらゆる世代の多様な市民の交流及び地域活動の促進を
図る。

東開文化交流サロンの運営

令和４年度～令和１３年度

事　業　評　価　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

基金残額

基金処分額

基金
造成
額

事業費


